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　　　　　　　　1緒＿言＿
　人縫絹綜（IIIayon）の切脚f面に關する研究に先ち」冬被片製作表現の方法中・現

4’顯微鏡検査に用ひらる払普通の方法に就き比較試験を行ひ、其の何れが人造

絹繍噺面を製作するに適するやを試験ぜり』

　噺面霊入遭絹綜の各種性質婁の關係叉は製造工程並に興0）行程中に起る諸憂

化ごの關係、織物繍雛原牙1導Sして人造絹綜が各程度の腱理を受嬢≠ごるSき・其鯵f

面に及ぽす影響馨に關しては、求だ十分説細なゐ研究結県の装表されナこるもの

甚だ少し。，E2れ惟ふに由廉人造絹縣業は所謂秘密工業にしで各個々工揚の從瑛

貫の外は出入を譜璃いあ程0）嚴璽さなりしが故に、其0）研究縞果の如き獲表を

嫌忌したる窃甚だ「しきに因る。然れさ所｝溜秘密なるものが如弼の程皮のも’O）な

りやは如何に小睨模の工揚たり霊も（優良品製造工揚）從事員の50D名滋下な

る所殆んさな嚢を見れば蓋し思‘ドばに過ぐるものあらん。

　一一・一般に人遊絹綜工揚に於ては其の製作する入造編綜の品質殊に品質の均等度

を検するに常に」聯断面の検査を行ふ1）叉自他人燧絹紡σ）iE確なる判別を必要ご
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する揚合にも其の…方法書して此方法を用ふ。現今ご1）人縫絹綜は1三に繊維素父

は其誘導艦セ三1三成分ミせる細繊綜0）集合なれば、其の質｛映靱にして綜縷側面ε

正確に藏角なる噺面源片を製作する事甚だ困難なるのみなら蜜、之れが包塵用

藥液の浸矯に長時闇を要し臥藥液0）種獺に依りては或は繊維断面の形態上に攣

化を起し或は叉透明寄なり顯微鏡下に於ける1）ifferGllti醐011な失し易き事あり

赦に之れが纈ξ片製作には特殊なる考慮零熟練せる技能霊を必要ごす。

　師ち・

　（1）概片製作及包塵申に於て材料の性駄に鐙化を起さS“る事。

　（2）槻失製作は可成｝的焼時間に餐易に行ひ得る事Q

　（3）顯徹鏡的観察並に撮影に便なる載片を御る事。

　　（の　難き戴片を得る轟。

　　（b）　i孫條側面にiE確に薗：角なる糧～片を得る1事o

　　（c）　密集毒毅片を得る事o

　　（d）　睨野の汚れざる被片を得る第。

　以上諸項を満足し得る方法を最良最適の方法なりs思惟す。

　　　　　　’II　一般的方法

　撒片」を得るに用ひらる旺kなる方法は次の顛し。

　　　　　A徒手法（Freo　Ha1ユd　MethOd）　・

　材料を手に持ち剃刀を以’じ切噺片を作る方法にして、1，2の試瞼的概片を作

成するに適するも多数の均同なる覆片を得る珊至難なり。材料若し繊小にして

把持に不便なる，ごきは、木髄、コルク板、豫め研化せゐ肝臓等覆断す可き材料

霊圃等の破度を有するを爽持の用に供す。叉訴を場て把持する代りにZylinclcr

Mikro七Qmを使用する窮あり或は瞥通のメスσ）代りにDoppo1蜘噸rを使用し

て覆片の厚薄を調節する事あり。

　　　　　B　セロイディン（Celloiclin）法

　二先ノづ言式料，を糸屯アルコー＿一ノレFl1に方奄て充分”免水し之を吏に狸奪水アセトンに浸し材

料σ）Jj創旨を行ふQ之れ特にセロィヂンはll旨肪を含むSきは蓉易に攣敗するが故
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なり。∫之れを廻に純アルコールミ純工一テルさの等瀧混合液中に移し、夏に第

2號液申に移し次で第1號液及び原液に漸次轄移す。或は」又材料を初めに第2號

液中に投じ興後濃i液S変換すゐ帯なく之れに漁當時聞傭iに乾燥せるセロィヂン

の組片を少許りつ・S投加し漸次に濃度を進むる方法あり。斯くして溶透操作を

完了せるものは適寛のi器に入れ原液を注誉包塵しs徐々．にTJレコール及びエ・・一

テうレ惣嚢散せ、しめ最後にδ0－80％のアルコ．一ル中に投じ硬化を行ふ。爾此際ア

ル：　・一ルの代りにクゴロホルムを用ふる事あり。之れクロロホルムはアンレn一

ルに比しセロイヂ・ンの透明度を保存する効あればな9）　b其法は包塵して梢乾固

せるものを直ちにグロロホルム申に投入するか又は其蒸氣に鯛れしむゐにあり

或は叉硯度堰進の目的を以て｝アルコール，1分，S純良グリセリン，6－－i10S）・，の

混液中に短時浸漬する事ありb’色塵硬結すれば容器より識片を作るに適當の大

さに切り出し適宜の礎板上に貼著せしめて概片を作る0

1，原　　液　セロィヂンのアルコ，＿ル、エーテル溶液にして其の濃度は使用

　　　　　、1、の揚合に依り異れさも、概ね乾燥セ刺ヂンの創片，109，に純

　　　　　　　アルコール及純工一テルの等巌混合被100c．G．を注加し原液を

　　　　　゜作る。

2．第1號液原液1分，ごアルコーハエーデノ噂分湿合液1分霊より成る・

3．第2號液第1號液1分Sアルコール・エーテル等合混合液1分霊’より成る

　　　　IIG・フオトキシリン（？hotexylin）法、

　フオトキシリンはセロ4ヂンさ同質のものにして前法S同様に使用さる。唯

セUt　’tヂン法よりも浸透の度優良なるの利あれさも、容易に水分を吸牧するを

以て乾燥に淫意するの要あり。晶質叉往々一一定せざる傾あり。

　　　　　Dパラフヰン法（ParaffLn　method）

　セロ4ヂン法の揚合3同様に材料を初め純アルコ　一一ルを以て充分脱水すアル

コPtルざバラフヰンは直ちに融和せざるが故に斯く脱水せるものを適宜松根油

丁子油、ベルガモツト油、ZeCler61，クvオソートMベンゾP・・　JV、キシロール、

トルオール、グロロホルム等の仲介液にて威理しb後溶融せるパラフヰン中に

移す。此等仲介液申專ら實用せらるSものはキシロー一・一ル及びクロロホルムにし
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τキシロールを用ふる揚合には純アルコールにて脱水しナこる試料を結鵬眉炭酸

］分電ギシロール3分より成る液中に移し試料透徹言ならば純キシロー川揺こ移

し最後にキシロールバラフ・！トン飽和液中に移す。クロ・ホルムを用ふる隙は脱

水せるも0）を薩ちにクロ・＊ルムミ純アルコ　・一ルの等墨1セ湿含液中に移し訳に純

クロ・ホルムに入れ終にクロ・ホルム及バラフ牛ン飽不μ液巾に移すな普樋『書す

　バラフヰンは要時は50－（10°c冬時は40－－50°cθ）1編旦蝋のも’0）Se豫め鍵く沸叢

して使用す。バラフヰンは高温槽0激llき花使用し一定温度にて融解、し、之にク

ロいホルムー一バラフ』ヰン飽和液より出したる試料を投λし充分バラ1ジヰンを渥i・

透せしめs’別に適當1なる大さのi箱に前ご同融度のバラフヰンを70－8ρ゜Gに溶融

せるものを人れv其底部の少しく凝圃を初めたる頃試料を此中に移し鰻定方位

に定謹し珂及的遽かに金部を固結セしめ氣泡載は結晶を鑑するを防ぐ・s斯ぐし

て包痙せるものを礎板上に貼著切概す。　　　　　　　『　　　　／／1

　　’1　10・セvaヂンー一バラフヰン混合法

　之はセロイヂンを以て包塵せゐものを璽にバラフヰンを似て浸透包塵するも

のにしで其のカ’法はノ』・蟻2法1に準す。

　　　　　F　凍　　結　　法　　　　　　　　　　　　　　’

　水の凍結を利卿して試糀を固化切概に供する法にしてb例へばアIPI＝　P・ル等

の申に貯ぺたる試料の如～きは豫め良く水申にて之れを十分除き凍結器」至に置き

噴霧器に依りエーテルを霧散し凍結せしむDUt　veテルの代りに歴縮鍛酸或は康

縮察氣を用ふる事あり。切捜翔刀は鉋頒にして双の重厘なゐものを用ふ。

　水の結氷に際しては膨脹すうものなれば此法に依る時は組織構造の破壌棄は

攣形Scる弱吻論なれば一般σ）圏的には用ひらる』事稀なり。’　　「

　　　　　G　　　グリ　セ　リ　ンーゴム法L（Gly－ceri了工Gnixi　nleth。〔1）

　純アラビア、1ゴムを水に溶解して濃溶液を作り其少量を時計皿に取り之れに

緋ゲリセリツ6－10滴を加ふ。冬期叉は雨天の際は夏朋或は晴天の揚合よ⑳も

グリセリンの鼠を減少す。斯くして得たる液にで樹料の包痙を行ひイ材料及び試、

験目的に依り異なれ曹も1茜3時聞㌘喪して極めて徐々に乾澗し切識に供す。、

　此ガ法は硬き材料に良結果を簿れ母も水灘液なれば水に俵り桐質に鰻i化を來
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す如き材料には使用不可能な＠。　　　　　　　犠LIZi　　嚇　・　・．　．、

　　　　　H　 グリセリ蛍鳶ゼラチン法（G1ン・c瞬・7Gel・tine　；nictlxo，cl）

　ゼラチンを適景の水電共に加熟溶解し後轍滴のグリT｛iリン惣加へ之れに材料

を浸透する寮、称料に佼り異れ幾も30分葦←2時間騨しても教に之れを室綿にて

徐々に乾燥し切槻熔供宏。1切概は剃刀・にで可成的羅ナ争Sす紅も特にMiktotom

を用ふ協撫瞥通雄すれ謎避アラジ畳ずムの少最を加～沈ゐ、もの癒凪冷る鞭良し

霊す。概片は蒸溜水に依り良く開展せしむo摘，撚い1騨，1「「li、

　此法は前法嘘同じく4蟹き材料を遽かに切槻し得る利み測麟醜聾に脚嬢購造形

態に愛差の起る材料には不可な覇6蟹瓢　　翫　’融｝；・∵　’，｛∫”「1薗i拶嚇

　　　　押…轡ff㌦｝撰1識房1活　　旺繍・襯罐・11議一El
　　　　　　　　　　　　　　購蘭凱壌瞬・　、e　”：　　1　’，）／／擁胞・　｝x

岬の無鰭勘り灘も騰目総鰍賎静燃嚇B，四ρ郷脇
て此の輌れが最樋翫るやを和麟辮し：1上騰撒々側キ魅勿論技

㈱練の如側こ働て大差あるもの1こして・且使用藥品操榊の澱・．時購i

酪揚創こ働甚だ異るを以て・樋の嫌を試蹴輝細U法を行ふに1よ

欄の嫡方法曝る事良好なうを鰍甑・、、、恥結tt

　　iA徒㌔藩　　　ノ、，　　1．．tt　．
初め材糊轍鱒し噸豫鯛9空るも灘な礁朧轡終轄M
㌃鞍即縫屑を利脚狼鯖樺鍵り疎離セ戸・残陣長拶
に切断し先づ中央に鏡利なる剃刀⑳双先にて淺津縦裂を入れM之に人蜷綱聯の

撚嫉し縮の張力を驚㍗割目1こ凧す・辮蜥1なる購腿こ・・　M－il：・：．［．

誠る鍍酬てi躰に弓！き2L製騨槻腔、勧・響を脚゜1・轡喚・・

．ヒに取り95％アルコールを仲介液Sして封入撮影せりo

　　　　B，1バ、ラフヰ、ン法
　　　　　し　　　　　　　　　・　　ト　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　ド　　　　　’i
細撚嫉しつ・小礁鱒つけき漱次卿き融を諭・

1・無水ア’レコールに浸漬、　　　　10分間

2・キシ・一…ル浸漬　　　、　「　10分間

・ゆ鵜言：1羅臆撒湊甜・・分間，　、
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4．　40・一一壬20（】バラフヰン浸漬　　　　　　　　　30分間一　　・tl　　　　、　1

5．　52－一一5600＞yラフヰン濃i漬一　　　、　　　　30分間’

（li－　c　67°0パラフヰン浸漬　　　　　　　・　30分間　　1　　’

　　但上記各バラフヰン浸漬申は’1璽温槽を用ひて恒温に保っ．

7担67°Gバラフヰンを以て包塵し95％アルコ』ル中にて硬化、lI

R，’ d化後包痙器より材料をバラフヰン塊寧して切離し5μの厚さにMikro－

　　tomを用ひて切断し覆片を作る。」　　　1’，’　　　　，　．

「9，卵i蛋白を塗i昧乾燥せるObjek愉藏ger「に9δ％アノkコールをメヂウ1ム’さし

　　て貼付40°G以下にて加濃する事　約30分問　　・

10．Obje］cttrllgerの乾燥後キシロ開ル中にて40°C以下に加温しつhバラフ

　　ヰンを除去す之れに要する時間約30分間

11．’ 氓ﾉ之を倫外縁現出の自的の爲にキシロールーアルコール無水：ナルゴ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘v　　　　　　　　l
　　玩95％アルコ・一ルにτ各5分間慮轡。　　　”

12．撮影　　 ∵［

　　Ic’セ…dヂ・一バラ’フ脚法1』　『’ト訂　』

懸の撚を戻して枢に総き漸次下の慮理を行ふ。

1．無水アルコールに浸濃　　　　　10分間

2．無水アノv＝　一一ルミDレオール等量混合液に浸漬　30分聞　」
　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　v　　　
3．’ ｳ水アルコールS，分、け・オール5，分、セ・イヂン　1，分の割合の混合液
　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　に42°Gバラプ中ンを飽和せる溶液に浸漬　40分間

凄∴挿マ勅ム＿パラ舛ン浸澄詣　3・分繭ン＼㌧t／
15．” ｴ後1まバジシ・ドジ法の慮理4以下霊同様の操作を行ひ撮影ナ。「／’t　e

　　　　Dセロイ．ヂン法

縣の撚を戻して小糎に巻く準備操作は蘭法亡同じ漸次下の慮理を施す。
　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　’，　　x　　　　　　　　　　　　　／t　　　－tt

・．無水・ルコ＿、巖1L－1　　20分聞∴ト’1””　’∵「1

2．エ＿テル、。加＿ル細囎液浸漬30分間：　　’ジr

3．　セロイヂンNr，4・液（セロイヂンNr．13・液60．O・C．　S逸山テルーアルコー

　　ノレ60G・C・t昆合液）浸漬　　3⑪分間　　　　　　　　　　・ピ
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　　4・憐仔岬「・3腋（セ・研州・・1越80G・u，s＝一一fルー’・レ＝・・一

　　、、、＿t・ル80C・（）・混合液）に浸漬　　：9P分聞

　　5・汐国ヂ・？．．Nr，2M（セ・傾ンNM榔IG・αsエーテルーアルコー・・

　　　　90，0。Q．・i昆合液）　浸漬、　　、30分隅ヨ　　　　　　　　　tt

　　（5．「セゴィ虜シNr．1．液（乾燥セロイヂン309をエんテルよ勃幽・・一ル300G，

　　　　d：bご溶解し弛るも0））浸漬　　：，i・36笏」間　　　　’・　　佑夢　　　h　　　・

　　71．1’t紙匝申にてせTt，イヂン恥，1，液にで包塵す／　”　1　　　“；”　／L’

　　’8：．・錦けオルム蕪黛中にで2時間麟ジ　　1窟　・繁沼1・

　　9’」lgδ％粥幽絢・睡で1嚇繭理　㌶　・・　’己　1
「p P◎．IMi鯉・t・・1’・にt　5μの厚灘切断16脚吻ソ1％を含有ぜる鋤蝉燗・

　　　　齢微を以てメス及幽（デ絵ツク）を轡し之をメヂゥム霊』てObjek術鎗6r

　　　　’上に取ち♂1－　・　　　∵』　　　　　　　　’…　　「用　　1

　　i1〆撮’　影梶　　　　　II　l　　　　l　　　　　　、　　’，　1

　　・、・i’　，1s、IV各法施行腰時間漁離易・t／　s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　槻片製隅趣する時聞1よ側麟真及實繍嚇抽ご励巽る事劾論な』6醜

　　”9．E記に要する犬略あ時聞はi蟻1の如し。・　　　…’1’，LIj，，1㌦　　　r　　1‘

　　F　　’・1ゾ鋸壊　　各法施行所要時稠　・　　　：，・

1㈱陣嫌
準　　　　備　　（巻付う

脱　　　水・　t／／

包塵．仲介液透蓮｝前虚理・

ク　．仲介液透通「

〃　及硬化

切　　　漸

貼　　　付

包屡材除一＊・

60分間

20分間

20〃

2◎11

9σ12

180〃

60〃

30〃

30〃

C・11f）・d晦・
�Pqrl・ll…ポ

　　　20分間

　　　10〃　」

　　　90ク

、　　，　80ク

　　　180ク

　　　60〃

　　　30〃

　　　30ク

‘20分閏

　20〃

　30ク

120〃

1．020〃

　90〃



20　　　　　　　　　　上田慧綜専門躁校同窓愈報第十六號

外総現出　　　　　！O分蘭’　15〃　　　15〃
9最　　　　　舞6　　　　　　　　　　　　　　　30　ク　　　1：’§6　ク　　　∵’　　　　　3σ　〃

・1‘・　’時間　醐間1・時・5剰丁「9時5分間

　30分闘
ゑ2時10分問

　以」洛方法に使刑するメ7・及びミグロトγムは多少異なる事勿論に、して、徒

乎法は1炉スを充分ミ知トー紐ノ騨砥を以て研く鰍詞成、噸き材料の被

腔得る諮易に期味を損す・叉バラ剤・ン灘醸のバラ・S一ンを側け

るも試料ご包痩材ミ0）硬度σ）差及密著の：r，tt．より切陶1礁際し試料の移動を起し

易しQセロ’fヂン法に到つては由來此法が此種硬質繊維類の椴片製作に供用さ

れ兵予成績を示せるも、本實鹸の如き短時閥に包塵を完了せんミする揚合には試

料組織内令の透通及麹被等は不完歪勝にして結果良好ならすσ、爾者中庸の位置

にあるセロィヂンーバラフヰン法は4法中最も麻易にH良結果を與へたり。識

片を得るにも徒手法は251似下のも0）を得る事困難にして且各切片一樺の厚さ

0）ものを得る事難し。

バラ。イン法は・0蝋下た晦寡客易ならす。・・a・f“・・’　rzにては訓・微片

沸激蜴くして恥以1隊困難なlt－・典ti．　u」ヂ㌃バラ舛脚モ鴛

5・，迄のpaさに切邸容易なり・隣概」琳櫛に際し隙場勲みなら鋤鵬

・）鯛轄す翻吠なり．然栂も女1胴麟鰍片を得るも綴側面に礁に

直角なる概片にあらざれば不可なる事勿論なり、叉徒手法及セロ4ヂン法はセ

。1．．」’ン∂）爲多少諭藤ら錫し、、・L・　1・r’aヂンー一巧舛ン法も・・ラ7・・1・…

除去後残存せるセ，IUイヂンに依り濁野を溜す事あり。

　セ、unヂンは諸色素及汚物に依り染色或は汚染する事迅遽なれば轍二ti三意を・

要す望バラフヰン法は其貼付中介液ナこる卵蛋白の過多ならざゐ限り繊シ”轡孝

　に依るパラフヰン除去後も他『法に比し頗る清浄なる1覗野を得。濡い弧

　　　　　　　　v各法成績比較　・　　a　　，

實験に供用せし試料下表σ）如しQ

　　　　　　第2表　實験試料
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製　造　會　敵　名　　　ト　．　　　　　8　　　　　　　　1 ㈱別｝　1
樂造方法11円1

公檎Denier

　陶1’i・

苑ｪDeaier

』1；騒
苑獅c鱒iqr

「軍綜藪｝1　　，詔　　「

撚救『’・』　1

備労

旭絹，織愈・、秘・．H本 y三日e・日Q，．鞭既1，
，1 、覗14ら8 、・，鎧4 、1〕20 141 箪帥bi。薄卿

Amerioau　Vi臼oo鐸o　G〔） 米國 Ce魔三f119al． 150 重47，2 8．18 1811・ 1η ん，1．・〃い

1弛mborg　C・・ 猫國 Gupr謝
」45・6　i’1’

、．・

　2qo．

iapprox）
110 B　　〃

田ubi窩e（Jo，・…　　　　　　　　i 白國蝿tro 90 hド V6・7胆L6i3騨 ”12一呼32 A　・…〃

A藤三σhll　Cela1、6se　C。 来國 Ace幡o　　　　　ト
，166 1二9．7 6．49

120

@　　1

109 A　　〃

　　頭鞭ジ・蓬試料探取か法汲撮撮影糊愚．一一臓　縣

1．欄鯨種゜）備鰯鱗鳳総購鱗紹礪部分よ卿個の講料を取郷

（可能的…李均試料を得ゐ爲に↓紹を約10等分しA：中より取れO）上逃の各方法に

從ひ概ルをヤ作り1：lil似たる概片撒の多き．ものを選び其中最も塵均にi近きもの麹1撮

影せり。’『一般に人造絹懸の硲部分に依り多少藻ありて完歪に軍均値の形態飴な

せるもの葱求むる事甚だ奎難なり。　・．ド　　　「・：，．　　・t’e　　　　　「・／，，1’　・・

．客労法に依り其切断面の形態上に策す差異は爲箕に俵り期るを響尋幾～L’U「礎畢

法騨τ架ツゆ羅轡ナ樋解肋聯健原形r酬憾鴨曾僻
る可く雌手法腿本原形εして他1去゜）結果馳聯出爆憐卿1←・

，，、

D、第際i．形麗．比謙　．，’・、t．t、／、．…　、，・v

パラ1フ’ヰ，シ’ pji”

τπ，「1器騨1灘

五hi．’Visoos壱

i：B旦nμ〕erg；：　｝

，Tubize

（Jeltmese

膨大逸り・・

原形rc似テ乏り

幾分膨大の氣味あり

膨大の氣味あリ』

周溺翻す

幾分膨大す

’：

Z夢弥瀬秘細イ『弱．法

羅嶽叡ごi虚太蜘・

原形に似たリ　・r
縁遽’iT’入曲線多こ

膨大度大なり

周邊鳳1形に近し

膨大の氣昧あり
嗣漫ぶりも中部の緊の
膨大大にして断面凸圓
形な呈す一　　一．．＿＿－t

康形に似たり蘇擾出入
曲線大なり
幾分縮小の氣昧あり

膨大度非常に大なり縁漫
曲線攣化大にしてHI入非
常に少し
膨大異常に大にして載片：

艦鯉鷲袋垂蠣
の撮影困難なり

膨大度非常に大に睦折面凸
圓形な呈する事ヌ，著し

膨大度大なり
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　　　　　B・膨面積上ヒ較

得たる顯に勧其断面積をプラ＝・・一ター（PI…im。tのを以て測電し顯

微鏡の櫨大度より實際断面積に換算し各試料各力’法共に5回の浬lj定結果を卒均

したる値次表の如しo　　　　　・　　　　　　　　　　　　’　　　1

　　　　　　　第4表　　断面積及其塘加牽

旭

An’t．　Viseose

Be紬erg　・

Tubize、’

（コela皇1ese

［篠法

蜥面積

1パラ　フヰン法

　　　　封徒乎法
噺面積
　　　　柵加率％

　　　　　　　　1L　　　　　I
　I191．5　　　’219．0　　　　144

　259，2　1　　　308．！　　　　董89

　　40，5

1　、　215・5「

　192・0

セロイヂンー
　パラフヰ昌4泌

断爾績

1936

296．2

鉗徒手法

櫓加摩％

42．，4．、1，。．、

229，・レ・・II・　235．・

　　　
256．0L　　　336　　　　　182．0・

　　t

　　1．1

　　14．7

　2514

1　　9，5

　一5．2

e　・イヂン法

断面積

’　249．0

　「379．5

　・56，1

　262．9

，’E　e　240，7

封徒手法

屠加率％

　　30．O

［…　46，4

　　38、5

　　22，0

　、2S．4

　断面積の箪位は耶ガセクロt（【「2）にて示す。筒至實験を通じて室内0）温度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’eよ22－24dd量熱度壱ま6⑪一一65％なら。　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　「　　’』

　即ちパラフヰン及セロイヂンーパラフヰン爾法は其結果に於て差少くセロィ

ヂン法は何れの揚合に於てもrA；jg加1寧甚だ大なり。」又セ、ラニースはセロイヂン

ー一．2“ラフヰン法に於て5・2％の縮小を來せる異例を示す。爾轟つσ）異例は圃じ

くヴaスコース法なれさも其紡綜法の異なるに從ひ結果甚だ差異ある事にLT

旭繍はセ財暁r’ラ㍗卜・嘩徽るものが殆ん曖fヒ赫ぴる販

し・蝋一y隙c醐抑方珠鰍昂大なるig加傘爾せる職こして・此れ
は共縣蜜砂猜綴緊密度を大いに異にせるより來たれるものなり。挑m搬9を除

　　　　　　　’　　　　　　　，　　

きて他の凡てはセ画ヂンL－一バラ、フヰ契法に好結果を待るも、Bembergはバラ

押ン法に働を最可Sし「r・・bizeも戯方法を寧ろ可Sする事を示す61之れ

「tiubizeO）如き硝化法はセロヂン自身が叉禰化繊維素にして同賃なれば鐙化を受

くる事蓉易なるに因るな1らん。　　1
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　　　　　　　　VI　ヲミ然絹練の切片法　’　r賑㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　煽脚y’L

元來絹細耀卿糸鰍腺より出たる液｝吠絹働質が嚇管を鋤脚1こて固

化繊され焔聯禦騰朧なれば其質・人輝鍬畷靱にし組郷田な

る事は古來より儲切槻片製作に灘なり曜勧熱御之が切構嘲す

る獲表も甚少なく爲に絹綜の物理的性質の攻究堪鯵組鯖的研究等に律々不備の

鋤る磯髄予等は構鰯o）切片法噺究に添て亦騨瞼を、頓へ，り・場

慣の大様磁べ妨嚇考に供せんst・　　　、鯨難

　　　　A’．現今行はる嚇糊撚＼　，1、、醜紹…、

　　（a）　グリセリンーゴム法（Glycevin－（鞠m　me貴1｝ocl）　　醜、’l

　L　純檸の1アラ曜’ギ鶉ムの飽和液を作ゐ1一㌧…　　　．T・　副’、1，ぼ

2．上記液を大型時計皿に取り認リセリセ10滴を如へ掘挫す』iI　　／　・・t、

　3．絹懸を小枠1こ巻き先ブグリ’セリン中に加時浸しi拠に土紀のグリ彬リンー

　　　ゴム液に浸漬す　　　　　　　　／’　t　噺1－』・

4．浸漬のまs4N間「グラz、シヤー」中にて乾燥す　　』…　［．一　’・t・　’・t

5。徒手法或織ミ｛クロトーム（Mikr伽m）に℃樹片を製作す　　　t’・／

　∵（b）・セル岡ド法（Oelluloicl’　methoc1）・　、

1、貼附糊の調製　セル剛丁ド片をナゼトン叉は酪雌アミ・一ルに溶解せしむ

2．セルロボド液より作れる板上に争昌綜を張附く

3．徒手法にで覆片を作る硬度は温湯に浸漬するにょり適宜加減するを得

4・染色は張附包塵前に行ふ　　　　　　　　　　　　，　，…

5・　セルロイ，ド除去はアセトン或1ま醗酸アミールを用ひて行ふ

6．　グリセリンにて封入す

　　（c）　ぜラチン法（Jelatiue　inetho｛1）　　　　　、

1・絹綜を引張り豫め加温溶解せる濃ゼラチン液にて耀樋包塵せしむ

2・徒手法にて概片を作りObgekttrllge｝’に取り蒸溜水1滴を落し膨化展開す

3．　封入はゲリセリツ3ζはグリセリーゴム液にて行ふl

I　　　　　　（て1）　　℃　セ　 ロ　 イ　　ヂ　ン法　　 （Oelloitlill　）’letho〔1）
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1．純アルti・・一ルに1時間浸漬・1　　、，

　2，　アルコールー一工一テル液に1臼間

3∴欝。秒・融（1甥ナル・一一一：’・・’“一・エ・tiル溶液）加間・－1・’

4．’ Zセ・イヂン溶液（30％アル・一ルーエテル溶液）3日間　　　／’／

　5．’濃セロィヂン溶液にて包痙す　　　　　　ピ『

6．・1ク』1、ホルム蒸氣にて固イヒす’1　　・’　　ψ

e，18・％，ルコ＿犀てプ。ツ」ラを潤しら属fik醐・にて蘭髭

　8．其儘鏡検

　上法中（［）はHerzo9氏（b）（c）は鈴木純一氏に依る　　1　　　　　’

　　　　　B．i著者等の行ひたる方法「‘冑「・

　前謁人造絹綜の切片法に改良を加へ更に既に行はるS諸氏の方法葎も考慮に

入れ新に次の切片法を案出適用し梢良好なる結果を行たり。　￥　塘．

　1，　系扇綜を小枠（金属製）に総F付メチPtルグリン（meth掌1greeT1）或1よサ」フラニ

　　　ン（Safbranin）にて濃染す

　2，無水アルコ　P一ル　l　tt　　：　　　　　　　　　110分間　／’t

　3．無水アルコール霊トルか向レ等漸昆合液　’　　30分間　「、

4．無水アルコール・5分・bルオーノレ・5分・’，k，Vイヂン．1分、の混合泌こ

　　　』42°Gパヲフヰンを飽和せる液（以下3－一一8は恒温槽内の慮理Sす）1，1時間

　5，　クロ・ホルムー一バラフヰン　　　　　、　　　　’、　30分間　　ト

　6．　庄0－一・420Gバ「ラフ，』トン　　　I　　　　l・　∵ll　80分間・！l」：’1・・

　7，　52＿5600パラフヰン　　　　　　　　　　ド1／／／／　t苅藤欄：「ド㌔

　9．67°Gバラフヰン　　1　　　　…　　　　　　．1時間

　9．、7200（68－一一720C）・）・Nrラフヰ》’　　　　　　　　　　／／　1時間　1

コ0．　72ecバラフヰンにて包塵す　　、　　　　　　1．．・レ

11，鋭利なる解剖刀にて小枠より切離しコルク板に貼附しM恥ot樋にて被

　　，T’断す　旨　1，1－tt∴1　　　’1’1・　・1’　lIt，

12．卵蛋白を塗榊乞燥せるObjekt右r直9・r上に穂々温めtcる70r80％ア』ルコke

　　　ルをメヂユムt’”し貼附し後恒温槽（等温器）内に40°G以下にて30分間加
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　　温す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

13，0bjekttr5gerの乾燥後キシロール中にて40°C以下に加温しつsパラフヰ

　　ン除去を行ふ　　　　　、　　30分間
’・4．外縁現出の目的を以てキ・・一・・一・ルコール、無水・ルコール及び95

　　％アルコー一ル　　　　　　　　　　各5分間

15。　グリセリンーゼリー（Glycerin－Jelly）にて封入す

　　　　　　　VII　総　　　　括

1．人造絹綜（Rayon）の断面製作には其浸透及び包塵に用ふる材料に依り何れ

　　幾分愛化を受くれさも、就中セvlヂンーバラフヰン法」又はパラフヰン法

　　を適當ミし綜の製造方法に從ひ虜理法を異にす可きは勿論なり。即セラニ

　　rス及びヴィスコーz絹綜にはセロィヂンーバラフヰン法、キユプロ及び

　　二1・ロ法にはバラフヰン法を可ざすo

・・ E糊欝”k）曜膿作にセ・げンーパラフヰン砂洲し得るを認

　　栃

踊面k（50①×）　　　・　　Benibe・g（500x）仁…・

9　、ビ　．）ノ　．・・．　　超　　、，ン・　・。，，㌧
　　　　＼　　　　　　、　　　　　　　　　．

　　r

．．r毒宮　、ノ19・　！1』L（ゆハ頭’f　　　　・

・1・鰍・．．一協一　…　、　　一・一，・L　－1’…．・い・’
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Viscose（500×）　　　　　　　　　　　　　　Viscose（500×）

　　　』・　　1へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ

　　・へ　へ駄。く1　・　華　　・、．　ノ　・　丁

箒退》9　’　　”　　　7“’　“’：　’・1　＼、
よ㌻・　諺　　　一だ　　、　　が

＜、1’：瀦iヒ’薩1’　　　　　〆1∵・’滋＾

　　　　　　　　VIII　文　　　　献

且erzog；　Mikrdpllotographischer　Atlas　der　techllisch　Wieh七igen

　　　　　IFasei’s　toffe．　　　1908．

Romeis；　　Taschenbuoh　der　Mikroskopischen　Technik．　1921。

Rudolb’krau8e；　Enzyklopftdie　der　Mikrosl〈opischen．　1910．

Lee；　　　The　Microtomis七’s　Vademecum．1921．

Guyer；　　Animal　M　icrology．1924．

Frederiek．　J．　Hoxie；The　microsc：opy　of　Textiles．1922．　March，

　　　　　Textile　colorists　173－174．　P．

鈴木文太郎；　顯微鏡及鏡査術弍　　1910・

中　島　茂；　紡織繊維の染色性ミ其縢用に就て上田翻綜専門學校同窓會報

　　　　　　　第十四號・1926．Sept．

　　（附言）

　本研究を行ふに終始蒲生教授の懇篤なる助言を仰ぎ尚絹綜切片法に關しては

鈴木純一一氏の好意を恭うせり、叉断面撮影に就ては小見盆男、山ロ定次郎雨氏

の指導に依る塵大なり、｛乃て弦に前記諸氏に深甚の謝意を表する次第なり。

　　　　　　　　　以　　　　上


